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《概要》

199婢11月 3 日（木）、西半球の南半分で皆既日食が見られる。月の本影は南米大陸のペ

ルー南部、チリ北部、ポリピア、パラグアイそしてプラジル南部を通る。皆既帯は南大西洋を

横切り、アフリカ大陸の南方をまわり込む。その間、小さなGough島を除いて、陸地にはかか

らない。 そしてマダガスカル南方のインド洋上で日の入りとともに終わる。 月の半影が通るよ

り広い地域で、部分日食 が見られる。南米、メキシコ南部と中米、 そして赤道より南のアフリ

力などの地域である。（図1 、 2)

《日食帯とそこでの見え方》

1991年以来、陸上で見られる最初の皆既食である今回の日食は、 月が近地点に達するおよ

そl償寺間前に起こる。皆既帯はペルーの西およそ2000kmの太平洋上に始まる。日の出ととも

に本影が地表に投影されるとき(12:<Y2 UT)、皆既帯の幅は1 3 5km、皆既継統時間は 1分52

秒である。南東に進む本影は12:12 UT、ペルーの南海岸に上陸する（図3、 4)。神秘的なナ

スカの地上絵は、わずかに皆既帯からはずれている。その後7分間、月の影はペルーの海岸線

と平行して走る。ここでの皆既継航時間は 2分4涜少に達し、早朝の太陽は東の地平線から切度

の高度にある。檬高約2000mのArequipaは北限界線の近くに位置し、12:15 UT、5冴少間の皆

既が見られる。海岸に下ったところのMollendo は、中心絹止に位置するが、頻繁に発生する

海洋性の雲が 2分51秒の皆既を覆い隠してしまうだろう。内陸に進む皆既帯は、12:20 UTごろ

にペルー ・チリの国境を越え、 アンデス西部に入るにつれて榎高を高めていく。海抜1300mに

ある小さな町Pu treは中心線上にあり、ここでの継続時間は 2分団秒、太陽高度は32度になる。

地表を秒速14<Y2kmで進む本影は、 その後端がペルーからチリに入る前に、前端はチリと

ポリビアの国境を越えてしまう。幅17 5kmの皆既帯が、ポリピア西部のアルチプラノ（大高

原地帯）を横切る。その地域はほとんど:J)(X)~4000mの高地で、皆既帯は完全に砂漠気候の所

を通る。残念なことに、この地域因昔泊施設がほとんどない上に、現地入りはきわめてむずか

しい。もっと東、銀絋山の町Po tosiは中心線の45km北に位置し、 2分侶秒の皆既が見られ

る。12:30 UT、本影の先端はパラグアイの西部に入る。中心紛！上での継続時間は 3分l境少。太

陽高度は41度。本影のスビー ドは秒視!1088kmになる（図5)。Asuncionは南東に進んだ皆既

帯の南限界線に位置し、12:43 UTには41秒の皆既が見られる。しかしこの時、中心絹！上では 3

分4ot択叫昔既が、高度4®'.で見られるはずだ。アルゼンチン北東部の狭い地域を通り過ぎた本

影は、12:4 8UT、プラジル南部へと進む。PortoAlegreは皆既帯の南1 2 0kmにあり、13:00

UTに食分0.9660)部分食が見られる。中心絹｛にあるCriciumaでは、 4分 2 秒の皆既が高度5 9
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度で見られるだろう。

プうジルの東海岸に連した後、本影は南大西洋に出て、13:39 UTに食最大になる い） 。 こ

の地点の継統時間は 4分2祝似こ達し、太陽高度は69度。 皆既帯の幅は1 8 9km、本影の移動ス

ピードは秒速0.6 73kmになる。 その後の皆既帯はずっと洋上を進み、 たった一つの例外を除

いて陸地にはかからない。Gough島では、14 : 29 UTに高度5哨じで継統時間3分4祝少の皆既が見

られる。 その後15: 10 UTまでに、月の影は南アフリカの南の沖350kmを通る。Cape TOlolnで

は15: 08 UTに、食分0.886というきわどい部分食 が見られる。 そして15: 16 UT、 マダガスカル

の南750kmのインド洋上で、ついに本影は日の入りとともに地表を離れる。 3時間1紡拉）間

に、月の影は1 4000kmに長さにわたって地表を走り、地球表面の0.48%を覆うことになる。

Figure 2: S臼wgrapbicProjed.ion Map or The Edi匹Palb

Total Solar Eclipse of 3 Nov 1994 
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い）食最大は、月の本影の軸と地球の中心の距雌が最小になるときに起こる。 しかし、 食 最大

の瞬間は食分が最大になる瞬間や（皆既の場合）継続時間最大のときとはわずかに異なる。が、

その違いは無視できるほどである。
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